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「
文
理
」
会
通
の
夢

―
総
研
大
の
改
革
に
臨
ん
で

伊
　
東
　
貴
　
之

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
文
研
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
間
文
化
研
究
機
構
に
属
す
る
各
基
盤
機

関
の
大
学
院
部
門
は
、
現
在
、
他
の
理
系
の
自
然
科
学
研
究
機
構
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
、
情
報
・

シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
の
四
つ
の
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
に
属
す
る
一
六
の
研
究
所
、
並
び
に
、
国
立
研
究
開

発
法
人
・
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
宇
宙
科
学
研
究
所
と
と
も
に
、
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
（
湘
南
国
際
村
）

に
本
部
の
あ
る
国
立
大
学
法
人
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
（
略
称
・
総
研
大
）
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

状
で
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
に
属
す
る
各
基
盤
機
関
の
う
ち
、
大
学
院
を
有
す
る
の
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
（
歴
博
）、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
国
文
研
）、
私
ど
も
日
文
研
、
並
び
に
、
国
立
民
族
学
博
物
館
（
民
博
）

の
四
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
学
院
の
専
攻
と
し
て
は
、
総
研
大
の
文
化
科
学
研
究
科
の
日
本
歴
史
、
日
本

文
学
、
国
際
日
本
研
究
、
そ
し
て
、
民
博
の
み
、
地
域
文
化
学
、
並
び
に
、
比
較
文
化
学
の
二
専
攻
を
有
し
て

い
る
。
総
研
大
の
研
究
科
と
し
て
は
、
こ
の
文
化
科
学
研
究
科
の
ほ
か
、
物
理
科
学
研
究
科
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
科
学
研
究
科
、
複
合
科
学
研
究
科
、
生
命
科
学
研
究
科
、
先
導
科
学
研
究
科
の
理
系
の
五
研
究
科
が

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
傘
下
に
、
文
理
を
合
わ
せ
て
、
全
二
〇
専
攻
を
擁
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
総
研
大
の
サ
イ
ト
を
御
高
覧
願
い
た
い
。

国
立
大
学
法
人 

総
合
研
究
大
学
院
大
学
（soken.ac.jp

）

https://www.soken.ac.jp/
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さ
て
、
そ
の
総
合
研
究
大
学
院
大
学
（
総
研
大
）
は
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
四
月
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

教
育
体
制
を
見
直
し
、
如
上
の
全
て
の
研
究
科
を
統
合
し
て
、
先
端
学
術
院
・
先
端
学
術
専
攻
と
い
う
一
学
術

院
・
一
専
攻
に
改
組
さ
れ
て
、
そ
の
傘
下
に
、
現
在
の
各
専
攻
に
当
た
る
各
コ
ー
ス
が
存
在
す
る
二
〇
コ
ー
ス

体
制
と
な
っ
て
、
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
但
し
、
学
位
審
査
な
ど
の
必
要
か
ら
も
、
文
化
科
学
・
数
理
情
報

科
学
・
物
理
科
学
・
生
命
科
学
と
い
う
、
緩
や
か
な
四
つ
の
領
域
は
残
る
こ
と
に
な
る
。
此
方
に
関
し
て
も
、

委
細
は
、
左
記
の
総
研
大
の
サ
イ
ト
を
御
覧
頂
き
た
い
が
、
現
在
の
各
専
攻
の
後
継
と
な
る
二
〇
コ
ー
ス
に
つ

い
て
も
、
ま
ず
は
、
文
化
科
学
の
領
域
、
な
い
し
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
を
構
成
す
る
基
盤
機
関
か
ら
見
て

も
、
国
立
民
族
学
博
物
館
（
民
博
）
の
二
専
攻
（
地
域
文
化
学
・
比
較
文
化
学
）
が
統
合
さ
れ
て
、
コ
ー
ス
名

は
、
人
類
文
化
研
究
と
な
る
ほ
か
、
新
に
国
立
国
語
研
究
所
（
国
語
研
）
と
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
（
地
球

研
）
が
、
大
学
院
を
立
ち
上
げ
て
、
日
本
語
言
語
科
学
、
総
合
地
球
環
境
学
と
い
う
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
創
設

す
る
予
定
で
あ
る
。
因
み
に
、
前
述
し
た
四
領
域
の
う
ち
、
前
者
は
、
文
化
科
学
と
数
理
情
報
科
学
、
後
者
は
、

物
理
科
学
と
文
化
科
学
と
い
う
よ
う
に
、
文
理
の
双
方
に
跨
が
る
研
究
・
教
育
領
域
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
理

系
の
方
で
も
、
分
子
科
学
系
の
二
専
攻
（
構
造
分
子
科
学
・
機
能
分
子
科
学
）
が
、
分
子
科
学
コ
ー
ス
に
統
合

さ
れ
る
ほ
か
、
先
導
科
学
研
究
科
の
生
命
共
生
体
進
化
学
専
攻
が
、
統
合
進
化
科
学
コ
ー
ス
に
改
編
さ
れ
る
な

ど
、
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
総
計
・
二
〇
コ
ー
ス
体
制
と
し
て
、
再
出
発
す
る
と
と
も
に
、
同
じ
く
幾
つ
か

の
領
域
に
跨
が
る
コ
ー
ス
が
生
じ
る
な
ど
、
総
研
大
が
標
榜
す
る
学
際
性
や
文
理
融
合
的
な
姿
勢
が
、
更
に
顕

著
に
体
現
さ
れ
る
仕
儀
と
も
な
っ
て
い
る
。（

―
以
上
、
左
記
サ
イ
ト
を
参
照
）

国
立
大
学
法
人 

総
合
研
究
大
学
院
大
学 
先
端
学
術
院
（https://next20.soken.ac.jp/

）

な
お
、
目
下
は
、
こ
の
改
編
を
目
指
し
て
、
総
研
大
を
挙
げ
て
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
、
半
ば
私
事
に
亘
っ

https://next20.soken.ac.jp/


45

て
、
甚
だ
恐
縮
の
至
り
で
は
あ
る
が
、
偶
々
筆
者
も
、
昨
年
来
、
拝
命
し
た
文
化
科
学
研
究
科
長
職
の
た
め
に
、

及
ば
ず
な
が
ら
、
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
筆
者
と
し
て
も
、
研
究
科
長
職
を
拝
命

し
て
早
々
に
、
こ
の
い
わ
ば
一
研
究
科
構
想
と
も
言
え
る
、
先
端
学
術
院
・
先
端
学
術
専
攻
と
い
う
、
一
学
術

院
一
専
攻
へ
の
統
合
と
い
う
、
些
か
途
方
も
な
い
構
想
案
に
接
し
て
、
率
直
に
申
し
上
げ
て
、
甚
だ
戸
惑
っ
た

こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
無
い
で
あ
ろ
う
。
何
し
ろ
総
研
大
は
、
幅
広
く
文
理
の
様
々
な
研
究
分
野
を
包
括
し
て

お
り
、
そ
れ
が
、
文
理
の
垣
根
を
越
え
て
、
一
つ
の
専
攻
へ
と
統
合
さ
れ
る
と
い
う
、
壮
大
な
改
革
で
あ
る
。

事
実
、
文
科
の
教
員
の
中
に
は
、
理
系
主
導
の
改
革
と
い
う
見
方
も
多
か
っ
た
し
、
理
系
の
先
生
方
の
間
で
も
、

こ
の
改
革
案
に
対
し
て
は
、
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
か
な
り
の
温
度
差
が
あ
る
よ
う
に
も
拝
察
さ
れ
た
。
新
に

発
足
す
る
学
術
院
の
名
称
に
関
し
て
も
、
筆
者
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、
当
初
は
、
複
合
科
学
や
先
導
科
学
と

い
っ
た
呼
称
も
、
複
数
あ
る
案
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
は
提
起
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
、
存
在
す
る
研
究
科
の

名
称
と
も
重
な
る
た
め
、
見
送
ら
れ
る
仕
儀
と
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
慥
か
に
「
先
端
学
術
」
と
い
う
名
称
は
、
善
か
れ
悪
し
か
れ
、
如
何
に
も
理
系
の
研
究
者
の
方
々

の
理
想
や
願
望
が
、
そ
の
背
景
に
存
す
る
と
い
う
見
立
て
も
、
強
ち
間
違
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

で
、
些
か
皮
肉
な
物
言
い
を
容
赦
し
て
頂
く
な
ら
、
生
粋
の
（
？
）
文
系
の
筆
者
な
ど
は
、「
先
導
」
と
聞
い

て
、
故
・
古
井
由
吉
氏
の
初
期
の
佳
編
『
先
導
獣
の
話
』
を
つ
い
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
っ
た
し
、「
先
端
」
や

「
先
導
」
な
ど
と
称
す
る
の
は
、
や
は
り
何
と
言
っ
て
も
、
研
究
成
果
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
競
争
を
重
ん
じ
る

理
系
の
発
想
で
、
人
文
系
や
更
に
は
藝
術
系
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
実
を
問
題
と
し
て
、
む
し
ろ
「
前
衛
」
と
称

す
る
こ
と
を
望
む
人
々
も
多
く
お
ら
れ
よ
う
し
、
ま
た
、
広
く
文
系
の
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
先
進
性
な
り
、

有
用
性
を
誇
示
す
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、
逆
に
殊
更
に
「
虚
学
」
で
あ
る
こ
と
を
誇
っ
た
り
、
社
会
的
に
も
「
後

衛
」
の
位
置
に
身
を
置
く
こ
と
に
、
か
え
っ
て
存
在
価
値
を
見
出
す
向
き
も
あ
ろ
う
（
―
丸
山
眞
男
『
後
衛
の
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位
置
か
ら
』
！
）
…
…
。

し
か
る
に
、
筆
者
自
身
、
様
々
な
会
議
を
通
じ
て
、
こ
の
大
幅
な
改
組
の
理
念
や
実
態
を
少
し
ず
つ
知
り
得

る
立
場
に
な
っ
て
み
て
、
そ
れ
な
り
に
、
そ
こ
に
籠
め
ら
れ
た
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
最
も
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
変
は
、
一
専
攻
へ
の
統
合
と
い
う
こ
と
と
も
相
俟
っ
て
、
現
在
、
各
研
究
科

ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
教
授
会
や
専
攻
長
会
議
が
廃
さ
れ
て
、
葉
山
の
総
研
大
本
部
と
各
コ
ー
ス
と
が
、
直
接

に
リ
ン
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ば
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
が
、

双
方
向
的
に
上
手
く
機
能
し
得
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
、
そ
れ
と
同
時
に
、
現
状
で
も
、
最
前
線
の
教
育

現
場
で
あ
る
各
専
攻
改
め
各
コ
ー
ス
の
自
立
性
や
立
場
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
、
良
い
意
味
で
の
現
状
維
持
を

図
ろ
う
と
す
る
配
慮
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
見
、
中
央
集
権
的
（
郡
県
制
!?
）
に
見
え
て
、
地
方
分
権

（
封
建
制
!?
）
に
も
、
意
が
用
い
ら
れ
て
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
も
っ
と

も
、
そ
の
中
間
に
あ
る
前
述
し
た
四
領
域
ご
と
の
各
領
域
会
議
な
ど
も
含
め
て
、
こ
う
し
た
改
組
が
、
上
手
く

機
能
し
て
、
改
革
の
実
を
結
ぶ
か
否
か
は
、
む
し
ろ
実
際
の
運
用
の
如
何
に
係
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で

あ
っ
て
、
発
足
の
後
に
も
、
様
々
な
微
修
正
な
ど
は
、
必
須
に
な
る
も
の
と
思
議
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
時

に
は
、
歩
き
な
が
ら
考
え
る
、
と
い
う
こ
と
も
、
必
要
な
所
以
で
あ
る
。

以
上
は
、
実
質
的
な
運
用
の
局
面
の
話
で
あ
る
が
、
そ
の
理
念
に
つ
い
て
は
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
？ 

既
に
示

唆
し
た
如
く
、
や
は
り
総
研
大
が
掲
げ
る
研
究
・
教
育
上
の
理
念
の
う
ち
、
学
際
性
や
総
合
性
、
い
わ
ば
文
理

融
合
的
な
要
素
も
含
む
、
広
く
領
域
横
断
的
な
研
究
・
教
育
の
推
進
、
ま
た
、
そ
う
し
た
方
向
性
を
担
い
得
る

知
性
の
涵
養
と
い
う
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
や
は
り
途
方
も
な
い
改
革
案
で
も
あ
り
、
途
轍
も
な
い
理
想
論
と

も
言
え
よ
う
。
因
み
に
、
こ
の
学
際
性
や
総
合
性
に
、
国
際
性
を
加
え
れ
ば
、
ま
さ
に
私
ど
も
日
文
研
の
理
念

と
も
重
な
る
が
、
日
文
研
の
共
同
研
究
会
に
お
い
て
も
、
先
年
来
の
ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、
い
わ
ば
文
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理
融
合
的
な
研
究
姿
勢
も
模
索
さ
れ
て
、「
自
然
観
と
人
間
観
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
案
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

折
に
は
、
文
理
の
単
な
る
「
融
合
」
と
い
う
考
え
方
や
「
融
通
」
と
い
っ
た
語
彙
が
忌
避
さ
れ
て
、
文
理
の
「
相

通
」
と
い
う
語
彙
や
理
念
に
収
斂
し
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
飽
く
ま
で
も
卑
見
で
は
あ
る
が
、

ま
た
、
現
代
で
は
、
些
か
馴
染
み
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、『
易
』
繋
辞
上
傳
に
典
拠
が
あ
り
、
物
事
が
相
通

じ
合
い
、
一
緒
に
な
っ
た
後
に
、
変
化
す
る
と
い
う
、「
会
通
」
と
い
う
語
彙
や
概
念
の
方
が
、
よ
り
理
想
と
す

る
実
態
に
は
、
相
応
し
い
も
の
と
愚
考
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
相
互
の
交
通
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

一
種
の
化
学
反
応
を
期
待
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
現
代
に
お
い
て
は
、
地
球
環
境
問
題
や
資
源
問
題
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
い
っ
た
、

人
類
史
上
の
困
難
な
問
題
に
直
面
し
て
、
最
早
、
反
文
明
的
で
空
想
論
的
な
態
度
で
は
、
対
処
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
自
然
科
学
や
科
学
技
術
の
叡
智
を
多
分
野
横
断
的
に
総
結
集
す
べ
き
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
。

だ
が
そ
れ
と
同
時
に
、
環
境
倫
理
や
生
命
倫
理
な
ど
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
自
然
科
学
や
科
学
技
術
の
行

き
過
ぎ
や
負
の
側
面
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
応
用
す
る
た
め
の
人
文
学
や
社
会
科
学
的
な
知
見
や
賢
慮

も
ま
た
、
必
須
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
偶
然
で
は
あ
る
が
、
総
研
大
の
理
系
の
場
合
、
総
じ
て
基
礎

科
学
的
な
分
野
が
優
勢
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
実
、
人
類
史
的
に
見
て
も
、
諸
学
問
の

成
り
立
ち
や
来
歴
か
ら
鑑
み
る
に
、
存
外
、
文
系
と
の
相
性
も
良
い
の
で
な
か
ろ
う
か
？
…
。
こ
こ
で
、
敢
え

て
大
風
呂
敷
を
広
げ
る
な
ら
、「
驚
き
」
を
純
粋
な
知
的
探
究
の
出
発
点
と
考
え
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ

て
、
自
然
学
や
自
然
哲
学
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
哲
学
や
形
而
上
学
、
人
間
や
社
会
に
関
わ
る
政
治
学
や
倫
理

学
な
ど
は
、
む
し
ろ
一
繋
が
り
の
も
の
と
し
て
、
観
念
さ
れ
て
い
た
し
、
こ
の
点
で
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

例
え
ば
、
古
代
中
国
の
経
書
の
学
問
観
や
そ
の
後
の
朱
子
学
の
世
界
観
な
ど
も
、
概
ね
そ
う
し
た
自
然
と
人
間

社
会
と
を
通
貫
す
る
思
惟
を
共
有
し
て
い
た
。
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
語
源
と
さ
れ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
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マ
に
淵
源
す
る
、
い
わ
ゆ
る
自
由
学
芸
も
、
中
世
期
に
お
い
て
は
、
神
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
と
い
っ
た
、

専
門
家
養
成
や
資
格
取
得
を
主
眼
と
す
る
学
部
に
進
む
以
前
の
基
礎
教
養
と
し
て
、
広
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

た
が
、
更
に
後
の
パ
リ
大
学
な
ど
で
は
、
こ
う
し
た
在
り
方
に
対
す
る
一
定
の
批
判
や
反
省
と
し
て
、
む
し
ろ

純
粋
に
知
的
な
探
究
を
旨
と
す
る
文
理
学
部
（
文
学
部
と
理
学
部
）
が
創
設
さ
れ
た
と
い
っ
た
、
学
問
史
・
大

学
史
の
基
礎
を
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
も
ま
た
、
強
ち
時
代
錯
誤
と
は
言
え
ま
い
。

な
お
、
現
代
の
様
々
な
趨
勢
の
中
で
、
些
か
劣
勢
に
も
見
え
る
、
人
文
社
会
科
学
、
取
り
分
け
、
人
文
基
礎

学
の
存
立
意
義
が
奈
辺
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
最
早
、
紙
幅
も
尽
き
て
お
り
、
別
の
機
会
（
中
国
社
会
文
化

学
会
Ｈ
Ｐ
）
に
、
現
代
詩
人
の
荒
川
洋
治
氏
の
「
文
学
は
実
学
で
あ
る
」（『
忘
れ
ら
れ
る
過
去
』、
み
す
ず
書

房
、
二
〇
〇
三
年
、
所
収
）
と
い
う
美
し
い
文
章
を
引
証
し
つ
つ
、
卑
見
を
述
べ
た
経
緯
も
あ
る
の
で
、
御
関

心
の
向
き
に
お
か
れ
て
は
、
別
途
、
そ
ち
ら
を
御
参
看
願
え
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。（

―
以
上
、
左
記
サ
イ
ト

を
参
照
）中

国
社
会
文
化
学
会
（w

w
w

.l.u-tokyo.ac.jp/A
SC

SC
/

）

中
国
社
会
文
化
学
会
会
長
挨
拶
（w

w
w

.l.u-tokyo.ac.jp/A
SC

SC
/goaisatsu.htm

l

）

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

https://www.l.u-tokyo.ac.jp/ASCSC/
https://www.l.u-tokyo.ac.jp/ASCSC/goaisatsu.html



